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証明論理のロードマップ 
天体の共鳴現象から 

 天体の共鳴、尽数関係 
共鳴から最小作用の原理とファインマンの経路積分に
出現する性質 

 

その２つから確率的波動について考察 

結論 確率の退化分布が 

力学の数理と 共鳴の成立の原因 
すべての物理現象は物質波の同期引込現象に支配されてい
る。 

フーリエ積分とファインマンの経路積分の比較 
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• ファインマンの経路積分 

• 作用Sは 

 確率的（径長、位相、振動数）の回転ベクトル 

• 同一円周の回転ベクトル 

径長不変ならS、-iS、S
＊
の 

ように位相変化しても｜Ｓ｜の 

振幅、周波数特性は同一 

 
 

 

ファインマンの経路積分 
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ファインマンの経路積分と 
フーリエ積分の比較 

• a点からｂ点まで自由な経路 

• ファインマンの経路積分 

 

• 経路を線分とすれば 

a＝―∞、b＝∞のｋ(b,a）は 

フーリエ積分X（ω）と同型 

• フーリエ積分と性質一致 
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フーリエ積分は 
周波数特性と厳密に等しい 

• 右辺の フーリエ積分 

• 左辺の周波数特性 

• 数学的に厳密に等号で結ばれ等しい 

• Ｘ（ω）のグラフを 

周波数特性と呼ぶ 

ⅹ（t）の固有特徴 

特性Ｘ（ω）を顕著に示す 
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空間を自由にとおる経路に 
打ち消し合いがある。 
積分値ゼロの経路 

確率が退化分布した確率統計学の事態 

電子のショット雑音の事例には広帯域に亘り
振幅値ゼロはない 

                  ホワイトノイズ 
      包絡線が一定 

 
 
 

 
 
 
 

Ｘ（ω） 

ω 

最小作用の原理から 
ファインマンの経路積分に出現する特徴 
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確率的波動ｘ（ｔ）の周波数特性X（ω）は 

必ず ホワイトノイズ 

波動ｘ（ｔ）、ωが確率的変動するなら 

 X（ω）は必ずホワイトノイズ 

ホワイトノイズには振幅値０がない。 

ホワイトノイズは 

包絡線が一定 

         と異なる 
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振幅値ゼロの異常の特徴を探せ 

• 退化分布  確率の活性が停止 

–狭帯域 

• フィルタ(バンドパス) 

• 共鳴(アンテナ) 引込現象 

–有理数比の振動の高調波群 

• 実証  円筒座標系状に謎の引力 
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引用 藤田文行et al. 
http://annex.jsap.or.jp/hokkaido/yokousyuu39th/
B-29.pdf 

0.5ｍｍに高さを刻んで浮遊 

すなわち高調波の存在 

9 

円筒座標系の万有引力状 

謎の引力発生 
退化分布の 
トンネル界面を伴う 
放電中のプラズマダスト、 
クーロン結晶、 
直流ダストプラズマ 
 
物質浮遊 
 

2019/7/14 

藤田文行 

dt

dk
F 



浮遊力を行列力学の手法で導出 
• エーレンフェストの定理から 期待値位置速度運動 

• 結晶の並進ベクトルRだけ波動関数を平行移動させ
る並進演算子     と、結晶の周期ポテンシャル
のハミルトニアンと外場を表すハミルトニアンを加算
のポテンシャルを    とすれば 

• 並進ベクトルRが小さいと 

• ブロッホの定理が通用する重ね合せの波動 

•       ポテンシャルの微分は力だから 

• 電子波の波数変動から生まれる力 

• 素電荷や質量に無関係でも同じ結果 

式は解値に無理数を含む、ところが無理数は
自己除算以外の演算に整数、有理数は生ま
れない。すると電子の個数に無理数を含むの
で電子は量子でない。 
整数の量子なら量子と量子の比は有理数  

 OH
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電子波の波数変動から生まれる力 

• 半導体結晶中の電子の有効質量ｍ 

• 波束中心部の速度は  

 

• 仕事Eと力Fと移動距離ｘの定義 

• Ｅ＝Ｆ・ｘより 

• 右辺同士から 

• 移項して力Fは 

• トンネル現象界面の波数変動 
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結論 太陽系宇宙の共鳴は 
退化分布である 

• 退化分布の確率 

• 有理数比 (尽数)の高調波群の周期 

• 最小作用の原理と解析力学のみなもと 

–原理 最少作用の原理 

–保存則 角運動量保存則 

–法則 面積速度一定の法則 

• 同一軌道の最大角速度と最小角速度の比が有理数 
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おわり 
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付録資料 
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 直流放電 交流放電 

https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/ 
a-is/41390/1/63349059.pdf （ｃ）JAXA 

http://annex.jsap.or.jp/hokkaido/ 
yokousyuu39th/B-29.pdf藤田より 

交直電源方式に無関係の現象 
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（Ｃ）ＪＡＸＡ 

（Ｃ）ＪＡＸＡ 
藤田 

https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/
https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/
https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/
http://annex.jsap.or.jp/hokkaido/
http://annex.jsap.or.jp/hokkaido/


ローレンツ力説の矛盾 

浮遊原因 ローレンツ力説 

• 安定した定重力と電気力の
釣り合い 

• 電子流が下部から上方へ
移動する力に釣り合う重力 

• 鉛直向きに釣り合う 
 

• 同じ電気力線上にただ一つ
の粒子 

• 電子に付着粘着性や摩擦 

 

 

 

 

 

 

 

反対理由 矛盾点 

• 交流電流でも現象発生 
 

• 無重力環境でも発生 

 

• 鉛直に限らない放射状 
  

• 複数の粒子が同じ電気力
線に並び刻む 

• 電流内の電子は付着粘着
摩擦性がない 

16 2019/7/14 

藤田 



 電極の界面に 
電子波のトンネル現象 
 
微粒子の整列浮遊に 
波動の定在波の節腹 
非晶質から結晶へ転移する。 
 
原因は電子波のトンネル現象 
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ゲート制御時コンダクタンスの特徴 

• フランクとヘルツの実験 

• 量子ポイントコンタクト 

• 半導体のメゾスコピック系電子ガス 

   のミクロギャップ 

• トンネル電子顕微鏡 

   （被観察対象物＝ゲート極） 

• ゲート付に通暁してコンダクタンスのグラフに
は階段状の特徴が同期の徴として得られる． 
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 仕事Ｅの運動をした微粒子 
（重水、鉄粉切粉）の発熱と急冷 

• 若狭湾エネルギー研究センター、鎌田ら、 

重水素注入Alの電子線照射による異常発熱， 

日本原子力学会誌Vol.38,No.2(１９９６） 

• 電子情報通信学会、貴志ら，静電冷却現象 

 信学誌9/’77 １０４４頁 

共通してギャップ空間のある電気回路 
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全て物理現象は同期引込現象の支配下にある 

物質波の同期引込を再度確認 
原理 最小作用の原理（角運動量保存則） 

法則 面積速度一定の法則 

  最大最小角速度比が有理数 

公転、自転等周期から 
– ２：３太陽―水星 

– ２：３金星ー地球 

– １：１地球―月 

– １：１木星-太陽 

– 2:3海王星-冥王星  

– 2:1 海王星‐天王星 

– 3:1 天王星‐土星 

– 5:2 木星‐土星 

 

 

 

 

• 4:2 ミマス-テティス 
• 2:1 エンケラドゥス-ディオネ 
• 4:3 タイタン-ヒペリオン 
• 1:2:4 イオ-エウロパ-ガニメデ 
• 5:3 レア‐ディオネ 
• 3:1 ウンブリエル‐ミランダ 
• 5:3 ウンブリエル‐アリエル 
• 2:1 チタニア‐ウンブリエル 
• 3:2 オベロン‐チタニア 
• 2：１グリーゼ８７６-グリーゼ８７６ 
• １：１木星-アヤクス、オデュセウス、
ネストル、メネラウス、テラモン、アガ
メムノン、ヘクトル、アキレス、アン
ティオクス、ディオメテス、アンキセ
ス、パトロクルス、トロイルス、エネ
アス、ブリアムス 
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太陽系内の角運動量保存則を確認 

太陽系内の歪みフライホイールは可能 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E7%8E%8B%E6%98%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E7%8E%8B%E6%98%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%A5%E7%8E%8B%E6%98%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%9E%E3%82%B9_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B9_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%A9%E3%83%89%E3%82%A5%E3%82%B9_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AA%E3%83%8D_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%B3_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%9A%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%B3_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AA_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%A6%E3%83%AD%E3%83%91_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AC%E3%83%8B%E3%83%A1%E3%83%87_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%82%A2_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AA%E3%83%8D_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%AB_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%82%BF%E3%83%8B%E3%82%A2_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%99%E3%83%AD%E3%83%B3_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%82%BF%E3%83%8B%E3%82%A2_(%E8%A1%9B%E6%98%9F)
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⑤/7 量子力学摂動法の式から周波数特性 

左記のグラフの面積が 
シュレディンガー波動方程式の 
パワーの期待値Wに等しい 
式に特別な周波数特性べき2は？ 

 




 



 dhwkW

2

2sin

分母にf，ν 

式にＳＩＮＣ関数が 
ディラックのデルタ関数 
として使われ二乗によって 
1/f自乗周波数特性べき2 
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  量子力学摂動法の式に隠された周波数特性 

 




 



 dhwkW

2

2sin

分母にf，ν 
ディラックのδ 

特別にシュレディンガー波動方程式はコヒーレントで 
ランダムな選択なし と仮定みるとディラックのδはパルス 

ｔ 
Ｖ 

１頂点が特徴の孤立波動  

 パルス   孤立矩形波のなかまは 
トンネル時に特定の周波数特性を示す。 
 ただし 
トンネルすると位相が歪み波形の特徴を失う 

それでも無損失共鳴時になれば 
特定の周波数特性は維持 
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  量子力学摂動法の式に隠された周波数特性 

  AM変調 

 




 



 dhwkW

2

2sin

分母にf，ν 

バルマー系列等輝線スペクトルの微細構造はＡＭ変調 
パッシェン etc 

 2

2sin




 hwk

波動積ならラジオ放送の  搬送波Ｃと音声波ｓ信号の変調と同じ 

被積分の関数 は積形であるから 
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 AM変調 

  ラジオ振幅変調放送とは 
搬送波Ｃと音声波ｓの合計合算の うなり（Ｃ＋ｓ）信号を 
非線形の回路に通し 
二乗特性の作用（Ｃ＋ｓ）２＝Ｃ２+２Ｃｓ+ｓ２から 
抽出した２Ｃｓを 
増幅無線放送する 
 
  うなりに非線形特性が作用 
ＡＭ変調 
 
ＣＦに存在する現象 

ラジオ放送の  搬送波Ｃと音声波ｓ信号の振幅変調 



ＣＦは伝搬媒体とソリトン波 
2種物質波どうしのうなりに 

非線形特性が作用 

ソリトン 

電子波                     ＡＭ変調 

 

 

 

進行波     伝搬媒体 

 伝搬媒体の電子波のうえを 

電子波がとおるうなりから非線形特性でＡＭ変調 
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